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QRコードリンク先の登録フォーム
(https://saisachi.com/251205celltherapy3_semiform/)

またはリカケンホールディングスグループ  スタッフまで

Teamsにて
オンライン開催

先着各200名

2025

12.5
16:00-17:00

次新規モダリティとして期待される細胞医薬品の「高コスト」という社会実装の課題に

焦点を当てたセミナーです。

ミルテニーバイオテク社からは、製造のコスト構造を整理し、最新の自動化技術や研究

動向に基づく効率化の戦略をご紹介します。PHC社からは、GMP準拠の遺伝子導入装置

ExPERT システムを用いたエレクトロポレーション法により、CAR-T細胞製造の課題を解

決し、治療効果を改善する具体的なアプリケーション事例を解説します。

細胞医薬品の開発・製造に関わる方必見です！

シンモダリティセミナー

細胞治療編③
～細胞医薬品の社会実装に挑む研究開発の最前線～

金

※参加にはTeamsでの視聴環境が必要となります。

受講
無料

申込方法

お問い合わせ

共催

共催
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T細胞医薬品は新規モダリティとして期待される一方、高コストが社会実装に向けた課題
とされています。本発表ではその課題の背景となる製造のコスト構造を整理し、最新の自動化技術
や研究動向を踏まえた効率化の可能性についてご紹介します。

各回からのプログラム概要

プログラム

お問い合わせはお近くのリカケンホールディングスグループ各社まで

CAR-T細胞療法は造血器悪性腫瘍の治療法として優れた有効性を示している一方で、未だ製造リー
ドタイムや高度なベクター設計・開発など依然として解決すべき課題を抱えています。本講演では
GMP準拠の遺伝子導入装置ExPERT システムを用いたエレクトロポレーション法により、CAR-T細
胞製造における課題や治療効果を改善するアプリケーションをご紹介します。

PHC株式会社

12月5日(金) 16:00～17:00

15:50～16:00 入室開始 オンラインにて入室いただけます

16:00～16:05 ご挨拶

16:05～16:30 ≪第一部≫

16:30～16:55
≪第二部≫

16:55～17:00 Q＆A ご案内など

ミルテニーバイオテク株式会社 宇田耀一

「細胞医薬品製造の効率化に向けた技術戦略」

「遺伝子導入装置ExPERT システムを用いたT細胞療法開発事例のご紹介」

PHC株式会社 吉田茉由

「細胞医薬品製造の効率化に向けた技術戦略」

発表者：宇田耀一 氏
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